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111 卵胞液中メラ トニ ン濃度に関する検討 112　　　　 ラ ッ ト脳 に おける 6 塩基 イ ン トロ ン

配列介在 エ ス ト ロ ゲ ン 受容体 （ER ）変 異株 mRNA

の存在
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（目的）ヒ ト卵胞液中 に お け るメラ トニ ン （Mel）の 存

在を確認す るとともに，そ の 生理 的意義を解明す

る目的 で 体外受精（IVF）の採卵時に採取した卵胞液

を用 い て 卵成熟度と の 相関，また血 中Mel，血中お

よ び卵胞液中性ステ ロ イ ド濃度 との 相関を検討 し

た．（方法）卵胞液中Me1 は ジエ チ ルエ
ー

テ ルまたは

ク ロ ロ ホルム に て 抽出後，ODS カ ラム と蛍光検出

器（励起波長 280nm ，蛍光波長 340nm ），移動相 とし

て20 または 30 ％ メタノ ール を含む酢酸アンモ ニ ウ

ムバ ッ フ ァ
ー（pH4 ．2）を用 いた逆層高速液体ク ロ マ

トグラ フ ィ
ー

およびradiolmmuno 　assay を用い て

同定，定量 した．（成績）卵胞液中Mel の 抽出効率は

ク ロ ロホルム法（82．2 ％）で ジエ チル エ
ー

テル法

（66．3％）よ りも良好で あり，Me1標準物質の 段階希

釈液と の 平行性も得 られた．卵胞液 中Me1濃度は

gradeIの 卵細胞を有する卵胞（A 群）で 80．2± 20

pg ／m1 ，　 gradcHI の 卵細胞 を有する 卵胞（B群）で

83．7± 25pg ／ml と両群間に有意差がなく，いずれ

も血 中濃度（44．7± 29pg／m1 ）よ りも有意（p ＜0．05）

に高か っ た．卵胞液中Mel と血 中Me1濃度と の 間に

は両群で有意な正 の 相関（r＝0，62，p＜ 0．01）が認めら

れ たが ， 卵胞液中E2 ，
　 Po濃度 との 間には有意 な相

関は認め られなか っ た．両群 とも卵胞液中Mel と血

中E2 と の 間に は有意な正の 相関（A 群：r−O．69，B群 ：

r＝O．64）が認め られた．（結論）卵 胞液中には高濃 度

にMelが存在す るが，その 濃度は卵の 成熟度，卵胞

の ス テ ロ イ ド合成能 とは直接の 関連 を有せず，血

中エ ス トロ ゲン が Melの 卵胞 内貯 留 に何 らか の 関与

を し て い る こ と が示唆され た．

〔目的］　近年、乳癌な らび に 子宮内膜癌に おい て 、

エ ク ソ ン 2 と 3の 間に 6 塩基 の イ ン トロ ン 配列 が

介在 し た エ ス トロ ゲ ン 受容 体 （BR ）変 異株 （6bp

introgenic　insertion　ER 　 variant ，6i−ER 　varian 【）mRNA

が 存 在 し 、そ の 翻 訳 産 物 で あ る 6i−ER 　 vaiant

（＋Asn 　Arg　v 疝 ant ）が wild 　type 　ER の 転写清性を阻

害 す る こ とが報告 された。今回我 々 は、ラ ッ ト脳

における 6i−ER 　mRNA 　vadant の 存在を検 討 した。

［方法］ 8 週令 ウ ィ ス タ
ー系オ ス ラ ッ トの 下垂体

前葉 、 視床下部、扁桃体、大脳皮質ならびに小脳

よ りtotal　RNA を調製 し、6i−ER 　mRNA 　variant の み

を特異的に規定する プ ライ マ ー、ならびに 6i−ER

mRNA 　variant と wild 　type　ER 　mRNA を同時に 規定

するプ ライ マ
ー

を用 い た逆転写一連鎖 的遺伝子増

幅反応を行 な い 、増幅遺 伝子 の 塩基 配列を解析 し

た 。

［成績 16i −ER 　 mRNA ・yariant を牛寺異 的に規定す る

プ ライマ
ーに よ り、検討 した脳 の 5 組織 か ら増 幅

遺伝子 が検 出さ れ た 。 こ の 増幅遺伝子は
”
エ ク ソ

ン 2 −GTAATA 一エ ク ソ ン 3”構 造を有 して お り、

6i−ER 　mRNA 　variant を起源 とす る こ とが 確認 さ れ

た 。 な お 、 6i−ER　mRNA 　 variant と wild 　type 　ER

mRNA を同時に規定する プ ラ イ マ ー
に よ る 検 討の

結果、こ れらの 組織に おける 6i−ER 　mRNA 　varianl

の レ ベ ル は wild 　type　ER　mRNA の それ に 比 して 低

い こ と が 明 らか に な っ た 。

［結論］　ラ ッ ト脳 に お い て レ ベ ル は 低 い もの の

6i−ER ・mRNA ・vaiiant が 広汎に存在 し て い る こ とを

明 らかに した 。 ラ ッ ト脳 にお い て、 6i−eR 　variant

が生合成 され、何 らか の 生理的役割を果 た して い

る 可能性が強 く示 唆され る 。
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